
 

学校名　三原市立西小学校

改善方策

     １０月      ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

『主体的な学び』に関する児童
アンケート肯定的評価
・論理的思考力に関するアン
ケート

90%以上 93.0% 90.7% 100.8% Ａ

　　論理的思考力に関するアンケートの結果、とても
35.5％、まあまあ27.6％となり、根拠に基づいて発言す
ることを意識することが定着されつつある。
　しかし、書かれていることと自分の経験や知識を結び
付けたり、情報を整理・分析して考えを深めたりするこ
とには課題がある。

・発言の際、根拠を示して説明することを意識づける。
・自分の経験や知識を想起させ、具体的に想像できるように
させる。
・根拠を複数挙げる発言例を示し、情報を結び付けて考える
ことを指導する。また、学年を通して、三角ロジック（根拠、理
由付け、主張の三点セット）での発表を意識づける。
・条件に沿ったふり返り活動（R80）を習慣化させる。

6/6
人

音楽活動と読書活
動等の充実と奉仕
活動等を通して，
豊かな感性・豊か
な心の育成を図
る。

①「自らへの自信」に関する
児童アンケート肯定的評価
②学期に1回以上の俳句を
書く・発表する活動

①80％
以上

①８３．７％
②１００％

①８８％
②１００％

　①１０
３％

②１００％
Ａ

・「ぜんぜんあてはまらない」と答えた児童が全校で7.5％（17
人）いる。また高学年の否定的評価が高くなっている。
・道徳や学活、帰りの会を中心に、達成感・充実感をもたせる
活動に全体で取り組めたが、自己肯定感が低い児童へ個別の
支援ができていなかった。
・「ぜんぜんあてはまらない」と答えた児童が全校で５．９％（１６
人）いる。委員会やクラブ活動などで高学年が活躍する場を作
り、肯定的評価を少し上げることができた。

・今後も、達成感・充実感を持たせるような活動を仕
組んでいく必要がある。
・引き続き「今日のキラリ」のような全体の雰囲気や個
人の自己肯定感を高める活動を行っていく。
・委員会やクラブ活動などで高学年が活躍する場を
作り、高学年の肯定的評価が高くなる取組を、各学年
と仕組んでいく。

6/6
人

組織的・計画的
実施により児童
の体力の向上を
図る。

①体力テスト全国及び県平
均値以上達成率

②児童アンケートの外遊び
をすることへの肯定的評価

①
50%
以上
②

８０%
以上

①25％
⓶８3％

①25％
⓶８0.8％

101%
①D
②Ａ

①体力テストは全国平均を上回った項目は２５％であった。
② 外遊びの肯定的評価は８０．８％であった。（前学期２％↓）
①の方では特に女子の記録とアンケート調査での運動に対す
る意欲が低い傾向が見られた。
②の方では否定的な評価の児童が１９％であり、前学期に比
べ２％↓した。目標値を達成することができた。フリスビーなど
の用具が増えたことで楽しく外遊びができている様子が見られ
た。しかし、道具の使い方や授業時間になった時の切り替えの
場面で課題が見られた。

・体育委員や教員による休憩中の外遊びの声掛
けをしたり、児童朝会を利用してルールの確認を
したりする。
・縄跳び大会や体力測定の記録を体育委員会
が表彰するなどの体を動かすイベントを取り入
れ、体を動かす楽しさを味合わせたり、目標を
もって運動に取り組ませるようにする。また、体
育の授業の始めにも体力アップにつながるよう
な運動に毎回取り組んでいくようにする。

6/6
人

食教育や保健・
安全教育の推進
により，自己管
理能力の育成を
図る。

『食育』『保健・安全』に関す
る児童アンケート肯定的評
価

75%
以上

80.0% 80.0% 100% Ａ

・給食を時間内に食べきっているのは８０％であった（前年比
２％↑）。2学期と変わらず８０％（前年度に比べ８％の改善が
でき）であり、目標値を達成することができた。しかし、各学年
の様子を見ると食器の準備や片づけに課題が見られた。
・アレルギー対応についての研修を４月に行い、給食対応が必
要な児童についての情報共有を行った。さらに委員会の放送
や給食の時の指導の仕方を検討し、対応の確認を行うことが
できた。

・準備を早く終わらせるための配り方や時間の使い方
の指導を継続して行っていく。また、片付けるときのポ
イントも教員の間で共有し、指導を行っていく。また、
配膳台のあるランチルームでの指導も行っていく。
・アレルギー対応が必要な児童を再度職員の間で共
有する。また、診断がなくてもアレルギーのような症状
が出た場合の対応も職員全員で確認する。

6/6
人

働
き
方
改
革
の
推
進

新しい時代の
教育に向けた
持続可能な学
校指導・運営
体制を構築す
る。

「公立学校の教育職
員の業務量の適切な
管理その他教育職員
の服務を監督する教
育委員会が教育職員
の健康及び福祉の確
保を図るために講ず
べき措置に関する指
針」に基づいた取組
の構築と推進

・1カ月の在校時間の総
時間から条例等で定めら
れた勤務時間の総時間
を減じた時間が45時間を
超えないようにする。
・1年間の在校時間が総
時間から条例等定めら
れた勤務時間の総時間
を減じた時間が360時間
を超えないようにする。

100％
84.6% 90.8% 90.8% B

〇各月45時間を超えない達成率
※ (  )内の数字は令和5年度
４月76.9％(73.0 ) 　５月69.2%（80.7）　６月
73.0%（65.3）　７月92.3（100.0）　 ８月100.0％
（100）　９月96.1 %（96.1）10月81％（92.3）　11
月92.3％（100.0）　12月92.3％（88.0）　１月
92.3 ％（100）
〇7月以降南校舎長寿命化改修工事に関
わっての業務も加わり、前年度比較が下がっ
ている月がある。前期の課題（職員の欠補・
児童個別対応事案）に若干改善が見られた
ところもあるが業務改善には至っていない。

〇学年部での業務内容の標準化の見直し
　・役割分担の明確化
　・業務内容の見直し
　・既存のデータの活用
〇積極的生徒指導の推進
　・自己決定の場の設定
　・共感的人間関係の構築
　・自己肯定感の育成
〇個々の業務遂行能力と時間管理能力の育成
　・短期スパンによる計画的な業務遂行
〇会議の精選と周知方法の改善
　・ＩＣＴの効果的活用
　・スケジュール管理の徹底
〇コミュニティースクール実施
　・地域の教育力の活用

6/6
人

・勤務時間を意識した働
き方に努めている。
・前年度より改善されて
おり評価すべきである。
・積極的生徒指導推進
の三項目ではヒステリッ
クになるのではないか。
単に教職員の経験の中
で語り，エピソードとして
伝えれば自ずと価値観
が生まれると思う。
・以前より良くなっている
と思うが、仕事の見直し
は常に行えばよいと思
う。

Ａ93.9%
6/6
人

①全国学力・学習状況調査国語科の平均正
答率は70（県平均69）だった。内容ごとに見
ると、「話す・聞く」60.3（県－1.0）、「書く」71.9
（県＋1.4）、「読む」73.0（県＋0.4）となり、「話
す・聞く」ことが県平均を下回っており、「読
む」ことの差も県平均＋8を下回っていた。
②３年生は昨年度を上回っているが、４、５、
６年生で昨年度を下回っている。
③学期毎単元末テストは、平均80点以上の
学級は92.9％（全校平均点85.1点）であり、目
標を達成することができた。一方、学期末テ
スト「たしかめよう」では、平均80点以上の学
級は85.7％（全校平均点84.2点）であり、初見
の本文にまだ課題が残っていることが分かっ
た。

・特別活動等で、役割を果たすことに対する達成
感・充実感をもたせることができた。
・「ぜんぜんあてはまらない」と答えた児童が全校
で１.3％（３人）いた。
・「ぜんぜんあてはまらない」と答えた児童が全校
で3.6％（１３人）いた。引き続きふるさと学習や感
謝の会等で児童が活躍する場を増やし、役割が
果たせる活動を各学年と仕組んでいく。

・友達を肯定的に評価するような「今日のキラリ」
のようなものに引き続き取り組んでいく。
・ふるさと学習や感謝の会等で児童が活躍する
場を増やし、役割が果たせる活動を各学年と仕
組んでいく。
よりよい学校づくりに関する児童の考えを児童会
活動を通して学校に反映させ、児童に達成感・
充実感を持たせる。

①101

②50.6

③92.9％

④0.7％

・学校全体で外遊びや運
動の大切さ・楽しさを味
合わせる取組は良くされ
ているので、体育授業前
の体力アップ等体育の
授業改善も考えられるの
ではないか。
・昔と違い公園などで遊
ぶ子供が少なくなり、子
供の遊び方が上から下
へと伝わらなくなってきて
いる。
・登下校で歩くことを増加
させる案はないものか。
・給食での時間配分は必
要だが児童にとって”追
い立てられる”感覚に陥
り不安感が強まるのでは
ないか。

・評価が向上したこと
は取組の成果。
・道徳や特別活動を
通して児童の肯定感
を高めることが大切
で継続が必要であ
り、学級の雰囲気作
りも不可欠。
・役割分担を担う事で
各々を良い表現で評
価すれば達成感や充
実感を皆が持てる。
・自己肯定感は学校・
家庭共に育む必要が
ある。

104%

自己評価

ｉ
達成度

n
改善方策

l   評 価

・個の達成状況を把
握しながら学力向上
に向けた取組を行っ
ている。
・情報量の多い社会
の中、如何に自分の
考えを明確に伝え、
人の意見をちゃんと
受け止める能力を
養っていくか、課題解
決力が必要。
・三角ロジック等意識
して日常的に取り組
んだ成果が出てい
る。「読む」課題解決
の為読書活動の継続
と共に家庭での生活
を見直す必要もある。
・課題の例示、読解
力（読書量）の向上を
目指す取組が必要。
・小学生は基本を習う
場なので「読んで内
容を理解する事」が
大切。「読む経験」を
増やすことが重要。

ｊ
評価

①B

②B

③A

④A

ｋ
結果と課題の分析

m
コメント

学校関係者評価

6/6
人

①96.2％

②95.4％

③116％

④429％

・日常の授業やふり返り（R８０）に条件に
沿って書くことを取り入れる。
・「精査・解釈」の場面で想像したことを書く
場面を設定し、表現させる。
・単元末テストを実施する前に、学習内容
が理解できているかを復習する時間を学年
で設定する。
・クロームブック等を活用した個別最適型の
学習を進めていく。
・宿題の量などを調節し、直しまでやり切ら
せる。
・算数科では、習熟度別の授業を行い、学
力の定着を図る。
・各学年で学力テストの分析を行い、学年
の課題を明確にした上で、計画を立て実践
する。

令和６年度　　学校評価表

地域に愛着と誇りを抱き，
夢の実現に向け自ら学びを求め，行動できる子どもの育成

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

評価計画

ｇ
目標値

（　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）　　自分を愛し，夢を語る児童の育成

【ビジョン】（自校の将来像）　地域・保護者の信頼を得，心から「西小で学んで良かった」「通わせて良かった」と誇りに思われる学校

ｅ　目標達成のための方策

校番（　０５　）

ｄ　短期経営目標

健
や
か
な
体
の
育
成

自らの体力と
健康を向上さ
せ，自己管理
能力の育成を
図る。

「たくましく」健
やかな子ども

確
か
な
学
力
の
育
成

ｆ　評価項目・指標c　中期経営目標

ａ　学校教育目標

本校の研究主題に全員で取り組み，仮
説の検証のために計画的な実践研究を
行い，研究主題に迫る授業がどこまでで
きたかを互いに検証する。

①全国学力・学習状況調査
平均値正答率（国語）

②ＮＲＴ国語偏差値平均

③学期毎単元末テスト「読
むこと（思判表）」平均

94.9%

主体的に学び
合う児童を育
成し，学力の
向上を図る。

「かしこく」自
ら学ぶ子ども

「主体的・対話
的で深い学び」
を意識した授
業を通して，本
校で育成を目
指す資質・能
力をもった，自
ら学ぶ児童の
育成を図る。

西小学校全校で読解力を高めるドリルに
取り組み，本文や資料を根拠にして読み
取る力を高め，学年課題に応じた基礎学
力の定着を図る。

①県対
比105％

以上

②52.6
以上

③80点
以上の
学級

80％以
上

④30点
未満の
児童3％

以下

90％以
上

・教職員の時間管理能力の向上
・学校経営会議や部会を通して業務の精
選及び学校行事等の見直しや改善

豊
か
な
心
の
育
成

様々な人や事
象とのかかわ
りを通して，
社会性や豊
かな人間性を
培う。

「なかよく」心
豊かな子ども

特色ある地域の学
習材や人材の活
用と交流を通し
て，地域を想う心
情を育てるととも
に，社会貢献意識
と規範意識の向上
を図る。

保健指導や委員会活動などを通して，児童に
食物アレルギー対応などを含む食教育や保
健・安全教育の改善・充実を図り，児童の自
己管理能力の育成を図る。

①101

②50.6

③100％

④1.2％

児童アンケートや体力テストの調査の結果分
析をもとに，課題克服のための取組（校内研
修，外部講師による児童への直接指導，小中
連携等）を充実させ，教職員の意識向上と児
童の体力向上を図る。

学年（学級）ごとに児童の実態に応じた合唱に取り
組み，仲間意識や表現力の育成を図る。また日常
的な音声表現活動（詩や短歌・俳句等の音読・暗
唱）を通して，自己表現に自信を持たせる。

特色ある地域の学習材や人材の活用，交流を通
して，「ふるさと学習」やボランティア活動に全学年
で取り組み，社会貢献意識や規範意識の向上，お
世話になった方々への感謝の意を表す活動を通し
て，ふるさとを愛する心情と相手意識を育てる。

　「貢献意識」に関する児童
アンケート肯定的評価

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


